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東京都庭園美術館 

 

【2023 年 4 月 27 日‐ミラノ】 2023 年 5 月 12 日・13 日の 2 日間、「PRADA MODE」の第 9 弾が東京都と、国の重要 

文化財にも指定されている東京都庭園美術館との協力のもと開催されます。この建築と文化を体験するユニークなイベント 

を迎え、その監修を務めるのは、プラダとも長年コラボレーションをしている庭園美術館館長で建築家の妹島和世です。 

 

「PRADA MODE 東京」において、庭園美術館はさまざまな形のアートに触れることのできる場所へと変わります。歴史的

建築物である美術館はもとより、美術館をかこむ広大な庭園は、妹島和世がキュレーションするサイト・スペシフィックな作品

を体験できる場所へとなります。西洋庭園には、会話の場となる木造のオーガニックな仮設スペースが設置され、さらに 

会場全体にはゲストが楽しめるように、いろいろな場所がつくられます。 

 

妹島和世のコメント：「庭園美術館で「PRADA MODE 東京」を開催することができ、大変嬉しく思っております。このイベン

トは、建築と庭園、アート、音楽がひとつになる新しいかたちのコミュニケーションの場所です。これは美術館を新しい公共 

の場とする試みです。」  

 

「PRADA MODE 東京」では、ゲストの皆様に、クラシックからミニマルやアナログまで様々なジャンルの音楽のライブ演奏

に、トークショー、茶道体験、オリジナルな内容のワークショップ、そして日本と世界の美食からなるフードサービスなど、 

多彩なプログラムを予定しています。いくつかのプログラムには、美術館への来館者の方々も御一緒にご参加いただくこと

ができます。 

 

  

妹島和世について 

茨城県生まれ。1981 年日本女子大学大学院修了。1987 年に東京で「妹島和世建築設計事務所」を開設し、1995 年に 

西沢立衛とともに SANAA を設立。個人で手掛けた作品には、『梅林の家』、『犬島「家プロジェクト」』、『日本女子大学目白 

キャンパス』などがあり、SANAA としては、『金沢 21 世紀美術館』、『ROLEX ラーニング センター』、『ルーヴル ランス』、

『グレイス・ファームズ』、『ボッコーニ大学新キャンパス』、『サマリテーヌ』、『シドニー・モダン・プロジェクト』などがあります。

2010 年には、第 12 回ヴェネチア・ビエンナーレ国際建築展の総合ディレクターに就任。 

日本建築学会賞、ヴェネチア・ビエンナーレ国際建築展金獅子賞、ロルフ・ショック賞（ビジュアル・アーツ部門）、プリツカ

ー賞、銀の定規賞、トーマス・ジェファーソン・メダル建築部門、高松宮殿下記念世界文化賞、紫綬褒章、藝術文化勲章 

オフィシエ（フランス政府）など、数多く受章。現在は、ミラノ工科大学教授、横浜国立大学（Y-GSA）名誉教授を務めると 

ともに、日本女子大学と大阪芸術大学で客員教授として教鞭をとっています。 

 

東京都庭園美術館について 

東京都庭園美術館は、1933 年に朝香宮邸として建てられたアール・デコ様式の建物の空間を活かし、緑豊かな庭園が 

調和した美術館として 1983 年に開館しました。2014 年には新館が完成し、2015 年には本館、正門、茶室等が国の重要 

文化財に指定されました。「歴史的建造物」「美術作品の鑑賞」「緑豊かな庭園」を同時に楽しめる美術館として、ユニーク

な創造発信の場となることを目指しています。 

 

PRADA MODE について 

アーティストのカールステン・ホーラーが手掛けたアイコニックな「Prada Double Club」（2008/2009 年ロンドン、2017 年 

マイアミ）から自然発生的に生まれた、アート、音楽、食、エンターテイメントの分野を横断して一期一会な体験をもたらす、

現代文化をテーマにしたイベントのシリーズ。世界各地で開かれる重要なグローバル規模のカルチャーイベントを活性・ 

拡大する場所として構想され、メインイベントのテーマやトピックを補完するような独自のプログラムやコンテンツを展開して

います。過去（2018～2022 年）にはマイアミ、香港、ロンドン、パリ、上海、モスクワ、ロサンゼルス、ドバイで開催され、 

シアスター・ゲイツ、ジェイミー・ダイアモンド、ケイト・クロフォード、トレヴァー・パグレン、賈樟柯、ダミアン・ハースト、マルテ

ィーヌ・シムズなどのアーティストや映画監督、写真家による作品やインスタレーションを展示してきました。 

 



 

 

 

掲載に関するお問い合わせ：  

プラダ ジャパン広報宣伝本部  

〒107-0062  
東京都港区南青山 1-15-14  
新乃木坂ビル  

Tel: 03.5770.1122 
 
掲載用問い合わせ先クレジット： 

プラダ クライアントサービス 

〒107-0062  
東京都港区南青山 1-15-14  
新乃木坂ビル  

Tel: 0120.45.1913  
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